
(57)【要約】
【課題】新規なチューブ状炭酸カルシウム、及びそれを簡易に製造する方法を提供する。
【解決手段】チューブ状炭酸カルシウムを、柱状アラゴナイトであって、その長軸方向に
中空で、かつ両端が開口してなるものとする。該炭酸カルシウムを得るには、他の無機電
解質が共存していてもよい炭酸水素カルシウム水溶液又は海水を、炭酸水素カルシウムの
飽和あるいは過飽和状態下、熱水に滴下することによる。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 柱 状 ア ラ ゴ ナ イ ト で あ っ て 、 そ の 長 軸 方 向 に 中 空 で 、 か つ 両 端 が 開 口 し て な る チ ュ ー ブ
状 炭 酸 カ ル シ ウ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 他 の 無 機 電 解 質 が 共 存 し て い て も よ い 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム 水 溶 液 又 は 海 水 を 、 炭 酸 水 素
カ ル シ ウ ム の 飽 和 あ る い は 過 飽 和 状 態 下 、 熱 水 に 滴 下 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載
の チ ュ ー ブ 状 炭 酸 カ ル シ ウ ム の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 滴 下 液 滴 径 を 変 化 さ せ て チ ュ ー ブ 径 を 変 化 さ せ る 請 求 項 ２ 記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 熱 水 の 温 度 が ９ ０ ℃ 以 上 で あ る 請 求 項 ２ 又 は ３ 記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム 水 溶 液 又 は 海 水 が 、 前 記 飽 和 あ る い は 過 飽 和 状 態 下 、 １ ０ ０ ℃
以 下 の 温 度 に 調 整 さ れ る 請 求 項 ２ な い し ４ の い ず れ か に 記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム 水 溶 液 又 は 海 水 が 、 前 記 飽 和 あ る い は 過 飽 和 状 態 下 、 ５ ０ ℃ 以
下 の 温 度 に 調 整 さ れ る 請 求 項 ２ な い し ４ の い ず れ か に 記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の チ ュ ー ブ 状 炭 酸 カ ル シ ウ ム か ら な る 充 填 剤 ま た は 添 加 剤 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の チ ュ ー ブ 状 炭 酸 カ ル シ ウ ム の 中 空 に 炭 酸 カ ル シ ウ ム と 異 な る 充 填 物 質 を
包 含 さ せ て な る 包 接 炭 酸 カ ル シ ウ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 中 空 柱 状 ア ラ ゴ ナ イ ト か ら な る チ ュ ー ブ 状 炭 酸 カ ル シ ウ ム に 関 す る も の で あ
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム の 工 業 的 製 法 は 、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム 懸 濁 液 に 炭 酸 ガ ス を 吹 き 込 む
石 灰 乳 炭 酸 化 法 に 代 表 さ れ る 。
　 ま た 、 中 空 柱 状 炭 酸 カ ル シ ウ ム の 製 法 に つ い て は 、 柱 状 硫 酸 カ ル シ ウ ム を 芯 と し 、 そ の
外 側 に 炭 酸 カ ル シ ウ ム 結 晶 を 付 着 さ せ 、 そ の 後 、 芯 と な っ て い る 硫 酸 カ ル シ ウ ム を 溶 解 さ
せ る 方 法 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 し か し 、 こ の 方 法 は 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 以
外 に 別 途 無 機 カ ル シ ウ ム 芯 材 を 要 し 、 工 程 が 多 段 で 煩 雑 な 上 に 、 得 ら れ る 炭 酸 カ ル シ ウ ム
は 、 カ ル サ イ ト 形 微 結 晶 の 集 合 体 に 限 ら れ る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － １ ９ ６ ３ １ ４ 号 公 報 （ 特 許 請 求 の 範 囲 そ の 他 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 新 規 な チ ュ ー ブ 状 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 及 び そ れ を 簡 易 に 製 造 す る 方 法 を
提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 前 記 チ ュ ー ブ 状 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 及 び そ の 簡 易 な 製 造 法 に つ い て 鋭 意 研
究 を 重 ね た 結 果 、 工 業 的 炭 酸 カ ル シ ウ ム 製 法 で あ る 石 灰 乳 炭 酸 化 法 に お い て 、 そ の 反 応 過
程 中 の 素 反 応 に 相 当 す る 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム 水 溶 液 か ら の 炭 酸 カ ル シ ウ ム の 析 出 過 程 に 着
目 し 、 そ の 炭 酸 カ ル シ ウ ム の 製 造 へ の 応 用 を 図 り 、 飽 和 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム 水 溶 液 や そ れ
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に 類 す る 液 を 熱 水 に 滴 下 す る こ と に よ り 、 前 記 チ ュ ー ブ 状 炭 酸 カ ル シ ウ ム が 容 易 に 析 出 す
る こ と を 見 出 し 、 こ の 知 見 に 基 づ い て 本 発 明 を な す に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 に よ れ ば 、 以 下 の 発 明 が 提 供 さ れ る 。
（ １ ） 柱 状 ア ラ ゴ ナ イ ト で あ っ て 、 そ の 長 軸 方 向 に 中 空 で 、 か つ 両 端 が 開 口 し て な る チ ュ
ー ブ 状 炭 酸 カ ル シ ウ ム 。
（ ２ ） 他 の 無 機 電 解 質 が 共 存 し て い て も よ い 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム 水 溶 液 又 は 海 水 を 、 炭 酸
水 素 カ ル シ ウ ム の 飽 和 あ る い は 過 飽 和 状 態 下 、 熱 水 に 滴 下 す る こ と を 特 徴 と す る 前 記 （ １
） 記 載 の チ ュ ー ブ 状 炭 酸 カ ル シ ウ ム の 製 造 方 法 。
（ ３ ） 滴 下 液 滴 径 を 変 化 さ せ て チ ュ ー ブ 径 を 変 化 さ せ る 前 記 （ ２ ） 記 載 の 製 造 方 法 。
（ ４ ） 熱 水 の 温 度 が ９ ０ ℃ 以 上 で あ る 前 記 （ ２ ） 又 は （ ３ ） 記 載 の 製 造 方 法 。
（ ５ ） 前 記 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム 水 溶 液 又 は 海 水 が 、 前 記 飽 和 あ る い は 過 飽 和 状 態 下 、 １ ０
０ ℃ 以 下 の 温 度 に 調 整 さ れ る 前 記 （ ２ ） な い し （ ４ ） の い ず れ か に 記 載 の 製 造 方 法 。
（ ６ ） 前 記 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム 水 溶 液 又 は 海 水 が 、 前 記 飽 和 あ る い は 過 飽 和 状 態 下 、 ５ ０
℃ 以 下 の 温 度 に 調 整 さ れ る 前 記 （ ２ ） な い し （ ４ ） の い ず れ か に 記 載 の 製 造 方 法 。
（ ７ ） 前 記 （ １ ） 記 載 の チ ュ ー ブ 状 炭 酸 カ ル シ ウ ム か ら な る 充 填 剤 ま た は 添 加 剤 。
（ ８ ） 前 記 （ １ ） 記 載 の チ ュ ー ブ 状 炭 酸 カ ル シ ウ ム の 中 空 に 炭 酸 カ ル シ ウ ム と 異 な る 充 填
物 質 を 包 含 さ せ て な る 包 接 炭 酸 カ ル シ ウ ム 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 炭 酸 カ ル シ ウ ム は 、 柱 状 ア ラ ゴ ナ イ ト で あ っ て 、 そ の 長 軸 方 向 に 中 空 で 、 か つ 両
端 が 開 口 し て な る チ ュ ー ブ 状 の も の で あ る 。
　 本 発 明 炭 酸 カ ル シ ウ ム は 、 両 端 が 開 口 し て い る の で 、 中 空 内 部 は 外 部 と 連 通 し 、 中 空 内
部 に 炭 酸 カ ル シ ウ ム と 異 な る 充 填 物 質 を 懸 濁 液 状 態 で 包 含 さ せ る 場 合 、 中 空 内 部 の 液 と 母
液 と の 圧 力 差 が な く 、 操 作 が 容 易 で あ る 。
　 こ の よ う な 充 填 物 質 と し て は 、 例 え ば イ オ ン 、 分 子 、 又 は 微 粒 子 状 の も の が 挙 げ ら れ る
。
　 本 発 明 に は 、 こ の よ う に 本 発 明 炭 酸 カ ル シ ウ ム の 中 空 に 炭 酸 カ ル シ ウ ム と 異 な る 充 填 物
質 を 包 含 さ せ て な る 包 接 炭 酸 カ ル シ ウ ム も 包 含 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 炭 酸 カ ル シ ウ ム は 、 本 発 明 方 法 、 す な わ ち 、 他 の 無 機 電 解 質 が 共 存 し て い て も よ
い 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム 水 溶 液 又 は 海 水 を 、 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム の 飽 和 あ る い は 過 飽 和 状 態
下 、 熱 水 に 滴 下 す る 方 法 に よ り 製 造 す る こ と が で き る 。
　 本 発 明 方 法 に お い て 、 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム の 飽 和 あ る い は 過 飽 和 状 態 に つ い て は 、 炭 酸
水 素 カ ル シ ウ ム 水 溶 液 で は 、 そ の 調 製 に 当 た り 予 め そ の よ う な 状 態 に す る よ う に し て も よ
い し 、 ま た 、 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム 水 溶 液 の 調 製 後 に 液 温 調 整 等 の 調 整 手 段 に よ り 上 記 飽 和
あ る い は 過 飽 和 状 態 に す る よ う に し て も よ く 、 海 水 で は 、 そ の 温 度 に よ っ て は 上 記 飽 和 あ
る い は 過 飽 和 状 態 下 に し う る し 、 さ も な け れ ば 液 温 調 整 等 の 調 整 手 段 に よ り 上 記 飽 和 あ る
い は 過 飽 和 状 態 に す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 方 法 に お い て 、 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム は 、 例 え ば そ の 水 溶 液 と し て 供 さ れ 、 こ の 溶
液 中 に は 他 の 無 機 電 解 質 を 共 存 さ せ る こ と も で き る 。 こ の 無 機 電 荷 質 と し て は 、 例 え ば 、
Ｎ ａ Ｃ ｌ や Ｋ Ｃ ｌ や Ｍ ｇ Ｃ ｌ 2 を 挙 げ る こ と が で き る 。
　 ま た 、 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム は 、 そ れ を 相 当 量 溶 解 し て い る こ と が よ く 知 ら れ て い る 海 水
と し て 供 さ れ て も よ い 。
　 海 水 は 、 い わ ば 、 無 機 電 解 質 を 溶 解 さ せ た 水 溶 液 と 見 る こ と が で き る の で 、 人 工 的 に 、
作 製 し た 無 機 電 荷 質 水 溶 液 、 例 え ば 、 Ｎ ａ Ｃ ｌ や Ｋ Ｃ ｌ や Ｍ ｇ Ｃ ｌ 2 を 単 独 又 は 混 合 溶 解
さ せ て 作 製 し た 水 溶 液 中 に 、 Ｃ ａ Ｃ Ｏ 3 ま た は Ｃ ａ （ Ｏ Ｈ ） 2 の 粒 子 を 懸 濁 さ せ 、 そ こ に 炭
酸 ガ ス を 吹 き 込 む こ と に よ り 作 製 し た 、 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム 水 溶 液 な ど も 海 水 に 類 す る も
の と し て 用 い る こ と が で き る 。
　 こ れ ら の 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム 水 溶 液 又 は 海 水 は 、 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム が 飽 和 あ る い は 過

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-176776 A 2007.7.12



飽 和 状 態 に あ る よ う に 調 整 さ れ 、 通 常 １ ０ ０ ℃ 以 下 、 好 ま し く は ５ ０ ℃ 以 下 の 温 度 に 調 整
し て 用 い ら れ る 。 こ の 温 度 調 整 に つ い て は 、 Ｃ ａ 濃 度 は 温 度 依 存 性 で あ り 、 温 度 の 低 い 方
が 高 く な る た め 、 収 量 を 多 く す る に は 、 よ り 低 温 と す る の が よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 方 法 に お い て 、 滴 下 さ せ る 液 滴 の 径 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 所 定 炭 酸 カ ル シ ウ
ム 結 晶 の 長 径 を 変 化 さ せ る こ と が で き 、 滴 下 液 滴 径 を 小 さ く す れ ば 、 該 長 径 を 小 さ く す る
こ と が で き る 。 例 え ば 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 結 晶 が 中 空 柱 状 ア ラ ゴ ナ イ ト 単 結 晶 の 場 合 、 そ の
長 径 を ２ μ ｍ ～ ５ ０ μ ｍ の 範 囲 で 変 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 海 水 は 、 い わ ば 、 無 機 電 解 質 を 溶 解 さ せ た 水 溶 液 と 見 る こ と が で き る の で 、 人 工 的 に 、
作 製 し た 無 機 電 荷 質 水 溶 液 、 例 え ば 、 Ｎ ａ Ｃ ｌ や Ｋ Ｃ ｌ や Ｍ ｇ Ｃ ｌ 2 を 単 独 又 は 混 合 溶 解
さ せ て 作 製 し た 水 溶 液 中 に 、 Ｃ ａ Ｃ Ｏ 3 ま た は Ｃ ａ （ Ｏ Ｈ ） 2 の 粒 子 を 懸 濁 さ せ 、 そ こ に 炭
酸 ガ ス を 吹 き 込 む こ と に よ り 作 製 し た 、 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム 水 溶 液 を 用 い て も 、 中 空 柱 状
ア ラ ゴ ナ イ ト 単 結 晶 を 製 造 で き る 。 無 機 電 解 質 を 含 有 し た 水 溶 液 中 の 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム
の 濃 度 は 、 蒸 留 水 を 母 液 と し た 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム の 濃 度 よ り も 高 く な り 、 そ の 分 、 生 産
性 が 向 上 す る の で 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 方 法 に 用 い ら れ る 熱 水 は 、 そ の 温 度 が ９ ０ ℃ 以 上 、 好 ま し く は ９ ５ ℃ 以 上 で あ る
こ と が 肝 要 で あ る 。 こ の 温 度 が 低 す ぎ る と 中 空 で 、 か つ 両 端 が 開 口 し た チ ュ ー ブ 状 の も の
が 得 ら れ に く く な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 炭 酸 カ ル シ ウ ム は 、 充 填 剤 ま た は 添 加 剤 、 特 に 開 放 さ れ た 中 空 部 は そ の 中 に 空 気
を 包 含 す る の で 、 断 熱 材 用 充 填 剤 や 、 各 種 資 材 、 例 え ば 建 材 、 包 装 材 等 の 軽 量 化 用 の 充 填
剤 と し て 効 果 的 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 炭 酸 カ ル シ ウ ム は 、 両 端 が 開 口 し て い る の で 、 中 空 内 部 は 外 部 と 連 通 し 、 中 空 内
部 に 炭 酸 カ ル シ ウ ム と 異 な る 充 填 物 質 を 懸 濁 液 状 態 で 包 含 さ せ る 場 合 、 中 空 内 部 の 液 と 母
液 と の 圧 力 差 が な く 、 操 作 が 容 易 で あ る と い う 利 点 を 有 す る 。 こ の よ う な 利 点 は 、 例 え ば
一 方 の 端 部 が 閉 じ ら れ 、 他 方 の 端 部 が 開 放 さ れ て い る 空 間 部 を 有 す る 柱 状 炭 酸 カ ル シ ウ ム
と 比 較 す る と 、 こ の 比 較 用 炭 酸 カ ル シ ウ ム で は 、 片 方 端 が 閉 じ て い る の で 、 中 空 内 部 の 液
の 圧 力 の 方 が 母 液 の 圧 力 よ り も 高 く な り 、 充 填 物 質 を 包 含 さ せ る の が 困 難 に な る こ と と 対
照 的 で あ る 。
　 ま た 、 本 発 明 方 法 に よ れ ば 、 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム 溶 液 と 水 を 用 い る だ け で 、 簡 易 に 本 発
明 炭 酸 カ ル シ ウ ム を 製 造 す る こ と が で き 、 ま た 、 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム 溶 液 と し て 海 水 も 用
い る こ と が で き る 。
　 そ し て 、 海 水 は 無 尽 蔵 に 存 在 し 、 そ の 中 に は カ ル シ ウ ム が 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム と し て も
相 当 量 溶 解 し て い る の で 、 原 料 源 と し て 量 的 に も 適 し て い る な ど 種 々 の 利 点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 実 施 例 に よ り 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら
の 例 に よ り 何 ら 限 定 さ れ る も の で は な い 。
　 な お 、 各 例 中 の Ｌ は 、 リ ッ ト ル を 意 味 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ２ Ｌ ビ ー カ ー に 試 薬 炭 酸 カ ル シ ウ ム を １ ０ ｇ 採 り 、 ２ ０ ℃ の 蒸 留 水 １ ０ ０ ０ ｍ ｌ を 添 加
し て 懸 濁 液 と し 、 こ の 懸 濁 液 を 撹 拌 し な が ら 、 そ れ に 炭 酸 ガ ス を ２ ０ ｄ ｍ 3 ／ 分 の 速 度 で
１ 時 間 吹 き 込 み 、 懸 濁 液 を ろ 過 し て 残 渣 を 取 り 除 き 、 Ｃ ａ 濃 度 ０ ． ０ ２ モ ル ／ Ｌ の 炭 酸 水
素 カ ル シ ウ ム 水 溶 液 を 調 製 し た 。 他 方 、 ２ Ｌ ビ ー カ ー に 蒸 留 水 １ ０ ０ ｍ ｌ を 採 り 、 オ イ ル
バ ス で 温 度 １ ０ ０ ℃ に 調 整 し た 。 こ の 蒸 留 水 に 、 先 に 準 備 し た 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム 水 溶 液
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を １ ０ ｍ ｌ ／ 分 の 速 度 で ３ ｍ ｍ φ チ ュ ー ブ よ り 液 滴 径 ３ ｍ ｍ φ で 滴 下 し 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム
を 析 出 さ せ 、 ろ 過 、 乾 燥 し た 。 得 ら れ た 炭 酸 カ ル シ ウ ム は ０ ． ９ ｇ で あ っ た 。
　 こ れ を 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 に よ り 観 察 す る と 、 長 軸 方 向 の 両 端 が 開 口 し て い る 長 さ ４ ０ μ
ｍ の 中 空 柱 状 ア ラ ゴ ナ イ ト 結 晶 で あ る こ と が 分 か っ た 。
　 こ の 炭 酸 カ ル シ ウ ム の Ｓ Ｅ Ｍ 写 真 を 図 １ に 示 す 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ３ ｍ ｍ φ チ ュ ー ブ に 代 え て ０ ． ０ ５ ｍ ｍ φ の チ ュ ー ブ を 用 い 、 液 滴 径 を ０ ． ５ ｍ ｍ φ に
変 え た 以 外 は 実 施 例 １ と 同 様 に し て 炭 酸 カ ル シ ウ ム ０ ． ８ ５ ｇ を 得 た 。
　 こ れ を 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 に よ り 観 察 す る と 、 長 軸 方 向 の 両 端 が 開 口 し て い る 長 さ ２ ０ μ
ｍ の 中 空 柱 状 ア ラ ゴ ナ イ ト 結 晶 で あ る こ と が 分 か っ た 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 滴 下 を 、 超 音 波 式 噴 霧 装 置 を 用 い ５ ｍ ｌ ／ 分 の 速 度 で 液 滴 径 ０ ． ０ １ ｍ ｍ φ で 行 っ た 以
外 は 実 施 例 １ と 同 様 に し て 炭 酸 カ ル シ ウ ム ０ ． ２ ｇ を 得 た 。
　 こ れ を 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 に よ り 観 察 す る と 、 長 軸 方 向 の 両 端 が 開 口 し て い る 長 さ ５ μ ｍ
の 中 空 柱 状 ア ラ ゴ ナ イ ト 結 晶 で あ る こ と が 分 か っ た 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 蒸 留 水 に 代 え て 海 水 を 用 い 、 Ｃ ａ 濃 度 ０ ． ０ ４ モ ル ／ Ｌ の 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム 溶 液 を 調
製 し た 以 外 は 実 施 例 １ と 同 様 に し て 炭 酸 カ ル シ ウ ム １ ． ５ ｇ を 得 た 。
　 こ れ を 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 に よ り 観 察 す る と 、 長 軸 方 向 の 両 端 が 開 口 し て い る 長 さ ４ ０ μ
ｍ の 中 空 柱 状 ア ラ ゴ ナ イ ト 結 晶 で あ る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
比 較 例 １
　 使 用 さ れ る 蒸 留 水 の 温 度 を ８ ０ ℃ に 調 整 し た 以 外 は 実 施 例 １ と 同 様 に し て 柱 状 炭 酸 カ ル
シ ウ ム が 得 ら れ た が 、 そ れ は 中 空 で は な い も の で あ っ た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 炭 酸 カ ル シ ウ ム は 、 充 填 剤 ま た は 添 加 剤 、 特 に 断 熱 材 用 充 填 剤 や 、 各 種 資 材 、 例
え ば 建 材 、 包 装 材 等 の 軽 量 化 用 の 充 填 剤 と し て 利 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ の 炭 酸 カ ル シ ウ ム の Ｓ Ｅ Ｍ 写 真 。
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【 図 １ 】
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